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　あらゆる人権問題について市民の意
識を知るアンケート調査を昨年実施し
ました。その結果がまとまりましたので、
調査項目から一部を抜粋してお知らせします。 
　調査は、昨年、阿蘇市民2,000人（無作為抽出）を対象に行い、回
収有効数は1，132人（56．6％）でした。調査にご協力いただきました
皆さまには感謝申し上げます。問題解決に向けた的確な取り組みは
市民の声なくしてはより具体化できません。よって今回いただきま
したご意見を参考にしながら、今後も差別のない明るいまちづくり
を進めていきます。 
　なお、全体の調査内容は、冊子にして市役所ロビーに設置するほか、
市のホームページにも掲載していますので、ぜひご利用ください。 

問　たとえばあなたが結婚しようとする相手が、

同和地区出身の人であるとわかった場合、

あなたはどうされますか。　　（単数回答） 

・家族や親戚の反対があっても説得に全力を傾け、

できるだけ理解を得て、自分の意思を貫いて結

婚する（34.3％） 

・自分の意思を貫いて結婚する（19.1％） 

・家族や親戚の反対があれば結婚しない（12.1％） 

・絶対に結婚しない（4.5％） 

・わからない（20.8％） 

・不明、無回答（9.3％） 

　同和地区出身の人と自分との結婚については、「結

婚する」という割合が53．4％と約半数となってい

ます。一方「結婚しない」という割合が16.6％でし

た。また、「わからない」と答えた方が20.8％でした。 

　これまで、旧町村においても、同和問題の解決

を重要課題として位置づけ、さまざまな事業を実

施してきました。しかし、今回の結果から依然と

して「差別意識」が根強く残っていると考えられ

ますので、同和問題に対する正しい理解と認識が

市民一人ひとりまで得られるよう進めていきます。 

問　関心のある人権問題は何ですか？ 

　　　　　　　　　　　（複数回答） 

・障害のある人の人権問題（40.5％） 

・プライバシーに関する人権問題（35.4％） 

・高齢者の人権問題（32.4％） 

・子どもの人権問題（31.0％） 

・女性の人権問題（27.7％） 

・同和問題（部落差別問題）（26.5％） 

・H I V 感染者やハンセン病患者などの人権問題 

（18.5％） 

・外国籍住民の人権問題（在日外国人に関する問題）

（9.8％） 

・関心がない（5.4％） 

・不明、無回答（9.4％） 

　皆さんの関心がある人権問題として、一番多か

った回答は「障害のある人の人権問題」、続いて「プ

ライバシーに関する人権問題」「高齢者の人権問題」

でした。 

　残念ながら、どの人権にも「関心がない」と答

えた方もあることから、今後、もっと人権問題を

身近なものと感じてもらうよう努めます。 

～まとめ～ 
　今回の調査では、24の設問についてお答えいただきました。この結果を踏まえて、人権問題
は、単に理解しただけでなく、日常生活において、自らの態度や行動に現れなければ、真の
意味での人権尊重の社会実現にはつながらないと考えられます。今後、私たちは人権問題に
関して、一層関心を深め、他人事ではなく、自分自身のこととして真摯に受け止め、日常生
活の中で実行していく必要があります。市民の皆さまのご理解とご協力をいただけるよう、
一層啓発に努めます。 

問　女性の人権を守るために必要なことは、
　どのようなことだと思いますか。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答） 

・結婚、出産、育児、介護などに関係なく生涯を通して

女性が働ける環境を整備する（60.9％） 

・公的機関や企業が採用・登用などで女性の参画を促進

するための措置を積極的に講じる（32.2％） 

・女性に対する犯罪の防止や取締りを強化する（26.5％） 

・女性のための人権相談や電話相談を充実させる（25.0％） 

・女性の人権を守るために広報活動を推進する（14.6％） 

・特にない。わからない（11.9％） 

・マスコミが紙面、番組、広告などの内容に配慮する（9.5％） 

・不明、無回答（11.2％） 

　「結婚、出産、育児、介護などに関係なく生涯を通して

女性が働ける環境を整備する」ことが必要だと考える方が、

圧倒的に多い結果となっています。このことからも今後、

女性がそれぞれの能力を十分に発揮できるよう、行政、

企業や各種団体などにおいて、政策、方針決定の場への

女性の参画の拡大を推進し、職場におけるお茶くみや家

庭における家事なども、男性が積極的に参画できる環境

づくりを推進します。 

問　子どもの人権を守るために必要なこと
　はどのようなことだと思いますか。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答） 

・差別に負けずたくましく生きるための力や他人を思い

やる心を身につけさせる（44.8％） 

・学校で指導にあたる教職員の人間性や資質を高める（34.5

％） 

・家庭で親が子どもにしつけをする（特に善悪や道徳など）

（34.1％） 

・いじめや暴力などに対して学校と家庭および地域の協

力体制を整える（32.8％） 

・学校において子どもの悩みに対する相談窓口を充実さ

せる（32.1％） 

・家庭内の人間関係を整え、子どもがくつろぐ家庭をつ

くる（27.6％） 

・子どもが犯罪にまきこまれることのないように、犯罪

の防止と取締りを強化する（24.8％） 

・子どもの人権を守るための広報活動を推進する（6.2％） 

・特にない。わからない（3.6％） 

・不明、無回答（8.5％） 

　子どもの人権を守るためには、「差別に負けず、たくま

しく生きるための力や他人を思いやる心を身につけさせる」

ことが大事と考える方が最も多い結果となりました。 

　子どもの人権を守り、社会的に自立していけるよう、

保護者だけが子育てに関わるのではなく、行政はもちろん、

学校、企業、地域社会、市民などが相互に協力し合い、

社会全体で子どもの健全な成長を支える意識、体制の充

実を図ります。 

問　人権問題について、次の項目の中で、
　最近あなたが読んだり、見たりしたもの
　があれば選んでください。　（複数回答） 

・ 新聞の記事（49.4％） 

・ テレビ、ラジオ番組（42.5％） 

・ 広報あそ（40.6％） 

・ 市の発行した冊子、パンフレット（18.3％） 

・ 雑誌の記事（15.5％） 

・ 自治会、婦人会、PTAなどが発行した新聞、パンフレ 

　 ット（8.6％） 

・ 映画、スライド、ビデオ（7.2％） 

・ 書籍（5.7％） 

・ インターネット（4.2％） 

・ 不明、無回答（20.1％） 

　人権啓発広報媒体について

は、「新聞」が49.4％で最も高

くなっており、次いで「テレ

ビ・ラジオ番組」が42．5％、「広

報あそ」が40.6％となってい

ます。 

　今後さらに、「広報あそ」や

市のホームページで人権問題

を取り上げ充実を図ります。 

〔問い合わせ先〕人権啓発課人権啓発係　TEL 22－3206
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